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衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
海
外
在
留
邦
人
等
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
付
番
及
び
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
海
外
在
留
邦
人
等
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
付
番
及
び
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
海
外
在
留
邦
人
の
居
住
国
な
ど
、
具
体
的
な
状
況
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
一
概
に
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
国
内
に
住
所
を
定
め
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
十

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
転
入
届
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
百
二
十
四
条
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
有
し
な
い
者
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
告
知
を
求
め
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
よ
り
公
平
・
公
正
な
社
会
保

障
制
度
や
税
制
の
基
盤
と
な
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
国
民
の
利
便
性
の
向
上
や
行
政
の
効
率
化

に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
こ
う
し
た
認
識
の
下
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
活
用
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。 



 

２ 

 

一
の
３
に
つ
い
て 

 
 

金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
海
外
在
留
邦
人
に
つ
い
て
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
制
限
を
加
え
た
り
、
追
加
の
確
認
を
求
め

る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
金
融
機
関
は
、
国
際
的
な
要
請
で
あ
る
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資

金
供
与
対
策
の
観
点
か
ら
、
顧
客
の
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
の
危
険
度
に
応
じ
て
顧
客
管
理
を
実
施
し
て
お
り
、
取

引
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
様
々
な
要
素
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
個
別
に
判
断
し
て
い
る
も
の
と
承
知

し
て
い
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第

三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
措
置
を
実
施
す
べ
き
区
域
と
し
て
公
示
さ
れ
た

日
本
国
内
の
区
域
で
生
活
し
て
い
る
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
基
準
日
（
令
和
二
年
四
月
二
十
七
日
。
以
下

同
じ
。
）
に
お
い
て
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
を
原
則
と
し
て
対
象
と
し
て
お
り
、
基
準
日
に
お
い
て
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
海
外
在
留
邦
人
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点

に
お
い
て
も
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
変
更
は
な
い
。 



 

３ 

 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
現
時
点
で
有
効
な
在
留
届
を
提
出
し
て
い
る
人
数
」
に
つ
い
て
は
、
海
外
在
留
邦
人
数
調
査
統
計
（
平
成
三

十
年
十
月
一
日
現
在
）
に
よ
れ
ば
、
海
外
在
留
邦
人
数
は
、
百
三
十
九
万
三
百
七
十
人
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
国
外
へ
の
転
出
に
よ
り
住
民
票
が
消
除
さ
れ
て
い
る
人
数
」
に
つ
い
て
は
、
「
住
民
基
本
台
帳
に
基

づ
く
人
口
、
人
口
動
態
及
び
世
帯
数
調
査
」
に
お
い
て
、
日
本
人
住
民
の
国
外
転
出
者
数
に
係
る
調
査
を
平
成
二
十
四
年
分

か
ら
行
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
四
年
は
十
六
万
四
千
五
百
八
十
五
人
、
平
成
二
十
五
年
は
十
七
万
三
千
六
百
四
十
二
人
、
平

成
二
十
六
年
は
十
七
万
二
千
二
百
八
十
三
人
、
平
成
二
十
七
年
は
十
七
万
七
千
三
百
九
十
七
人
、
平
成
二
十
八
年
は
十
七
万

四
千
五
百
五
十
三
人
、
平
成
二
十
九
年
は
十
七
万
二
千
五
百
三
十
六
人
、
平
成
三
十
年
は
十
七
万
四
千
八
百
二
十
六
人
、
令

和
元
年
は
十
七
万
四
千
四
百
四
十
八
人
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
二
十
四
年
の
数
値
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
十
五
年
以
降
の
数
値
は
、
各
年
の
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
よ
う
な
「
人
数
」
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 



 

４ 

 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
支
援
が
必
要
な
者
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
り
特
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
デ
ジ
タ

ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
の
基
盤
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
抜
本
的
改
善
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


